
令和３年度当初予算要求のポイント 
教育委員会 

 

 １ すべての子どもの「学び」を保障              

○ 新型コロナウイルス感染症への対応 

  感染防止対策を徹底する上で必要となる経費やスクール・サポート・スタッフ等の配置、

ICT 環境の整備など児童生徒の学びを保障 

 

○ 特別支援学校改革の推進 

  自立活動教員の増員による各校の専門性の強化や、LD 等通級指導教室の増設等により特別

支援学校改革を推進 

 

○ 相談支援体制の充実、いじめ・不登校等対策の強化 

  スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーによる支援体制を充実するとともに、

LINE 相談の拡充や不登校児童生徒への支援を強化 

 

 ２ 幼・保・小・中・高の一貫した「学びの改革」を推進    

○ ICT を活用した新たな学びの実践 

  「ICT 教育推進センター（仮称）」の設置による今後の ICT を活用した教育の検討、個別最

適な学びや協働的な学びの実現を図るため、ICT 教育パイロット校を指定し実践研究を開

始 

 

○ 幼児教育の推進 

  幼保小接続カリキュラムの実践研究など、「信州幼児教育支援センター」事業を充実 

 

○ 小・中学校の「学びの改革」への支援 

  学校改革に挑戦する小・中学校等を実践校として指定し、義務教育における「学びの改革」

を支援 

 

○ 高校改革の推進 

  「高校改革～夢に挑戦する学び～再編・整備計画（一次）」で決定した統合新校の目指す

学校像や教育方針など、「新たな高校づくり」の地域と協働した検討や、「未来の学校」実

践校において「卓越した探究的な学び」等をテーマとする実践研究を推進 

 

 ３ 令和 10 年国民体育大会に向けたスポーツの振興          

○ 競技力の向上 

  第 82 回国民体育大会における天皇杯・皇后杯獲得と大会終了後の競技力の維持・定着を

目指し、各競技団体の選手強化の取組に対する支援を拡充 

 

○ 第 42 回北信越国民体育大会の開催 

  第 42 回北信越国民体育大会を令和３年度本県で開催 

 

○ 全国高等学校総合体育大会の開催 

  高校生が競い合う全国高等学校総合体育大会（インターハイ）夏季大会を令和３年度本県

で開催 

別紙１ 


